
軽自動車でお買い物

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
２
日

に
招
集
さ
れ
、
23
日
ま
で
の
22

日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
繰
越
明
許
費
の
報
告
３
件
、

幸
田
町
税
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
単
行
議
案
６
件
、
和
解
金
の

受
け
入
れ
の
補
正
予
算
１
件
が

上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
陳
情
１
件
を
審

議
し
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
農
業

委
員
の
議
会
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
７
人
が
町
政

全
般
に
わ
た
る
課
題
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　
新
た
に
国
税
と
し
て
地
方
法

人
税
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
と

も
な
い
、
法
人
町
民
税
法
人
割

の
税
率
を
12
・
３
％
か
ら
9.7
％

に
引
き
下
げ
る
も
の
。

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
適
用
。

　
軽
自
動
車
税
関
係
は
、
原
動

機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小

型
特
殊
自
動
車
お
よ
び
２
輪
小

型
自
動
車
の
税
率
を
そ
れ
ぞ
れ

引
上
げ
る
。

　
平
成
27
年
度
以
降
に
新
規
登

録
し
た
車
両
を
対
象
に
引
き
上

げ
る
。

　
ま
た
、
新
規
登
録
し
て
か
ら

13
年
経
過
し
た
車
両
に
、
重
課

税
を
適
用
す
る
。

平
成
28
年
度
か
ら
適
用
。

Q�

　
法
人
町
民
税
一
部
国
税
化

に
よ
る
影
響
額
は
。

Ａ�

　
試
算
に
よ
る
と
、
平
成
28

年
度
で
約
３
億
４
０
０
０
万

円
の
減
収
と
な
る
。

Q�

　
町
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る

軽
自
動
車
税
の
対
象
と
な
る

定
あ

例
ら

会
ま

の
し

6月

法
人
町
民
税
の
一
部
国
税
化
と

軽
自
動
車
税
引
き
上
げ

台
数
は
。

Ａ�

　
１
万
４
４
６
５
台
で
あ
る
。

Q�

　
影
響
額
は
。

Ａ�

　
平
成
26
年
度
比
で
28
年

度
は
約
１
２
５
０
万
円
の

増
を
見
込
む
。

　（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

３輪以上の軽自動車

原動機付自転車、２輪の軽自動車、小型特殊自動車及び２輪の小型自動車

区　　分 標準税率 重課税率
現行 改正後 現行 改正後

３　輪 3,100円 3,900円

制度なし

4,600円

４輪以上
乗　用 営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用 営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

区　　分 標準税率 重課税率
現行 改正後 現行 改正後

原動機付
自転車

50cc 以下 1,000円 2,000円

制度なし 制度なし

50cc 超〜 90cc 以下 1,200円 2,000円
90cc 超〜 125cc 以下 1,600 円 2,400円
ミニカー 2,500円 3,700円

軽２輪（125cc 超〜 250cc 以下） 2,400円 3,600円

小型特殊 農耕作業用 1,600円 2,400円
その他 4,700円 5,900円

小型２輪（250cc 超） 4,000円 6,000円

地方税法
の改正
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Q�

　
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ

る
影
響
額
は
。

A�

　
３
３
０
万
円
で
あ
る
。

Q�

　
低
所
得
者
軽
減
の
影
響
額

は
。

A���

　
見
込
み
で
は
、
１
０
１
０

　
万
円
で
あ
る
。

　（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

改修された職員室（深溝小学校）

こうた夏まつり

議
会
が
推
薦
す
る
農
業
委
員

　
　
　
平
岩

穂
子（
坂
崎
区
）

　
　
　
松
田
　
豊と

よ

子こ（
岩
堀
区
）

　
　
　
伊
藤
　
幸さ

ち

乃の（ 

里 

区
）

　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者
の

権
利
を
守
り
、住
民
生
活
の
向

上
、核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
者
　
春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ

バ
ン
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
代
表
　
榑
松
佐
一

（
反
対
13
賛
成
2
で
不
採
択
）

Q�

　
指
定
催
し
と
は
。

A�

　
露
店
が
１
０
０
店
以
上
出

店
す
る
催
し
で
あ
る
。

　（
町
内
で
は
該
当
な
し
）

Q�

　
町
内
催
事
の
安
全
対
策
は
。

A�

　
消
防
署
が
指
導
す
る
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
祭
礼
、
縁
日
、
花
火
大
会
、

展
示
会
そ
の
他
多
数
の
者
が
集

合
す
る
催
し
に
際
し
て
、
消
防

長
が
指
定
す
る
「
指
定
催
し
」

と
し
て
お
こ
な
う
者
に
対
し
て
、

届
出
義
務
、
消
火
器
の
準
備
な

ど
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
３
０
０
万
円
追
加

　
農
業
農
村
整
備
事
業
の
団
体

営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
。

Q�

　
国
の
新
制
度
導
入
で
、
事

業
の
中
身
の
変
化
は
。

　
昨
年
９
月
23
日
、
深
溝
小
学

校
職
員
室
で
起
き
た
パ
ソ
コ
ン

の
損
壊
・
放
火
事
件
で
発
生
し

た
損
害
賠
償
に
対
し
、
本
人
お

よ
び
親
族
か
ら
和
解
の
申
し
出

が
あ
り
、
損
害
賠
償
金
の
支
払

い
を
受
け
る
も
の
。

　
和
解
金
額
は
１
８
０
０
万
円

で
あ
る
。　（

全
員
賛
成
で
可
決
）

　
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
後

期
高
齢
者
支
援
金
・
介
護
納
付

金
の
課
税
限
度
額
を
そ
れ
ぞ
れ
、

２
万
円
引
き
上
げ
る
。

　
医
療
分
を
含
め
た
合
計
額
は
、

77
万
円
か
ら
81
万
円
と
な
る
。

　
低
所
得
者
軽
減
の
判
定
基
準

額
の
改
正
で
、
２
割
・
５
割
の

軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大
を
は
か

る
。

　
前
年
度
に
引
き
続
き
情
報
教

育
と
円
滑
な
学
校
運
営
を
進
め

る
た
め
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
更
新
す
る
。

　
小
学
校
職
員
用
（
中
央
・
荻

谷
・
幸
田
）
58
台
、
中
学
校
職

員
用
（
幸
田
中
）
33
台
、
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
は
北
部
中
学
校
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
室
更
新
に
あ
わ
せ

41
台
。

　
小
学
校
（
幸
田
・
中
央
・
豊

坂
）
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
バ

３
台
購
入
す
る
。

　
契
約
金
額

　
　
　
　
　
　
２
２
２
４
万
円

　
契
約
方
法

　
　
　
10
社
の
指
名
競
争
入
札

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
　
　
　
㈲
東
京
理
科
器

　
納
期

　
　
平
成
26
年
８
月
29
日
ま
で

Q�

　
10
社
を
指
名
し
、
２
回
目

で
８
社
が
辞
退
す
る
に
至
っ

た
。
予
定
価
格
に
無
理
は
な

か
っ
た
か
。

A�

　
実
例
な
ど
か
ら
、
適
正
に

予
定
価
格
を
設
定
し
た
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
員
提
出
議
案

幸
田
町
農
業
委
員

会
委
員
の
推
薦

陳
　
情

財
産
の
取
得

第
１
回
臨
時
会

　
　
　
　
　
４
月
30
日
開
催

損
害
賠
償
の
和
解

国
民
健
康
保
険
税

限
度
額
の
引
き
上
げ

火
災
予
防
条
例
の

一
部
改
正

A�

　
大
枠
で
、
従
来
の
内
容
を

踏
襲
し
て
い
る
。

　�

　
交
付
金
の
単
価
引
き
上
げ

と
各
組
織
か
ら
の
事
業
提
案

が
申
請
可
能
と
な
る
。

　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

な
　
ほ
　
こ
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